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1. 種 々の疾患で血清ト リグリセリド値は変動し また

種 々の新陳代謝疾患 で肝 のトリグリセリド値は変動し 中

毒 その他 の原因 で脂肪肝 がおこ り飢餓は貯蔵脂肪 を減少

せし める。故 に血清 と臓器 のトリグリセリド測定は重 要

で ある。然 るに従来 トリセリド測定法は複雑であ る為 日

常 の検 査に使用する事は困難であっ た。 われわれは トリ

グリセリド測定を簡 易化 する為Sardesai and Manning

rClin Chem.  14.156(1968)〕の測定法 の改良を試 みた。

2. 原法は血清及び 組識 のFolch 法に よる抽出液 を

Silicic Acid とHyblo-Super Cel の等分混合吸着剤

を充填したカラムで吸 着法によりリン脂質 を分離しけん

イヒし てメタ過沃 度酸 ソーダ でグリセリンをフ ォル ムアル

デ ヒドに酸化せしめ酢酸安門，氷酢でpH を6.0に調整

ぺし た0. 02％アセチル アセトン液で アセチル アセトン，フ

オルムアルデヒド，アンモニアから3.5- ジ アセチル　1.

4-ジヒド ロルチジ ンな る黄色 の環状化合物 を生成 せし め

これを比色するのであ るが われ われは抽出 をイ ソプ ロパ

ノールで行い吸着剤の内容を変えカ ラムを使 わず抽出液

に直接吸着剤を加えミ キサー上で激し く振盈混和し リン

脂質 とグルコー スを分離し た。

3. この方法は正 確で全操作は２時間ですむ。この方

法を人血清 と皮下脂肪，豚臓器，人fL，牛乳に応用し た

が今後食品分析に応用したい。


